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1.問題と目的｡

学習指導要領の改訂に伴って,その都度求められる

授業観が変わってきた。教育課程審議会の答申なども

「ゆとりと充実」,「新しい学力観」,「生きる力」など

のキーワード1)でその趣旨を説明してきた。関連して

教育現場では研修会や講習会,授業研究会などを開催

し,その理解に努めてきた。それでも授業観について

の誤解,偏見などが見られる。ある学校には積極的な

導入の意図が感じられ,別の地域Iでは受動的で表面的

な理解にとどまるヶ-スも見受けられる。 犬

体育科で求められている現行の授業観は「生きる力」

を反映した課題解決型学習を中心にとらえられている

現状が多く,これに「生涯体育・スポーツ」を志向す

る目的で運動への好意的態度形成を図るため,運動種

目に内包する「楽しさ」を感受することが重視されて

いる2)。特に,学習指導要領の小･中･高等学校の体育

科の目標には共通して「運動に親しむ資質や能力を育

てる」3)4)5)と示されている。この文脈に関して保健分野

を除いた記述で見ると,小学校のそれは「適切な運動

の経験」,中･高等学校は「運動の合理的な実践」と区

別され,これらを通して「運動に親しむ資質や能力を

育てる」となっている。

しかし,いわゆる「楽しい体育」を標榜している授

業の中には,楽しい雰囲気作りに労を注ぎ,現象的に

は明朗な感じがするものの,運動の内在価値である運

動種目固有の「楽しさ」が学習の中核的な内容になっ

ていない授業も見受けられる。いわゆる「表面的な楽

しさ」であり,教室空間からの解放を担うだけの授業

である。これを問題の一つと考えている。

また,それとは反対に教材研究に熟慮し,小学生に

スポーツコーチングの原理を適用し,それが「運動の

合理的な実践」にはなるものの,「適切な運動の経験」

にはなり得ないと考えられる授業もある。例えば,小

学校高学年の「陸上運動」は,中学校では「陸上競技」

である。「陸上運動」の授業では,陸上競技が強く意識

され,競技選手が目指す練習や運動課題を子どもに求

め過ぎるため,かつての技能主義・体力主義の授業が

多ぐの体育嫌いを生んだ状況の再現にもつながる。こ

れを二つ目の問題と考えている。

ところで,上記問題点を指摘された小学校教師から

「私は体育が専門ではないので｡」という弁解を聞く。

全科を担当する小学校教師にとって,この意見は理解

できる。しかし,資格を持つ職業である以上,小学校

教育の専門家であるべきと願いたい。特に小学生期は

運動やスポーツと初めて出会う時期であり,体育授業

｡がその役割の中核を担うことは言うまでもない。

このような時期に教師側のアレンジによる「適切な

運動の経験」ができる授業をすることは重要かつ必要

である。このことに関して,先回の学習指導要領改訂

(1989年)の際には「計画に児童を合わせるのではな

く,児童に計画を合わせるのである｡」6)という個に応

じた学習指導の考え方を示し,さらに教育課程の指導

資料の中で「子供一人一人のよさや可能性を生かし豊

かにするという観点に立ち,教材を吟味して選択した

り,開発したりする。」という教材の工夫における視点

を示している7)。

これを踏まえ,本稿では,子どもの学習状況やその

文脈に応して学習内容は変化するという立場に立脚

し,上記問題に応じる意図で①運動や「楽しさ」を子

どもの見方,感じ方から導くことを目指した小学校に

おける体育授業の実践を提示し,②その授業に対する

子どもの思いや感想の記述内容の分析からその成果の

解釈を試みる。以上①と②を目的とする。

2.実践の内容

2-1.授業の概要

本実践は平成14年10月1日から10月18日の間に行わ

れたゲームの授業である。運動種目はポートボールを

アレンジしたものであり,授業者は鈴木(筆者卜で,

学習者は男子16名,女子16名合計32名の3年生児童で

ある。

平成10年改訂の学習指導要領では,3年生の運動領

域のゲームに「バスケットボール型ゲーム」と示され,

コート内で攻守入り交じり,パス,ドリブル,シュー

トなどの簡単な技能を身に付けてゲームを楽しくでき

るようにするという説明があり,ゲームの例などが示

されている8)。今回は運動種目の採用に関して,この趣

旨を反映したものである。
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2-2.授巣の意図

授業を考案するにあたり,本稿の問題意識から次の

ような意図を含めた。 犬

(1)単元全体をテーマ学習｢ポートボールヘの招待状

づくり｣として,ポートボールの楽しさや魅力など,

運動に対する肯定的な認識を個々に持ち,それを他者

に伝達することで共感する。

(2)子どもの授業に対する欲求の把握とその対応を目

指し,子どもの運動への感じ方を松田らの｢世界｣と

しての運動のとらえ方゛1)を参考にし,柔軟な学習過程

を組む。また,子ども同士の交換的・賛同的な関わり

を助長するために,グループごとに考えたルールでの

ゲームの実施や｢コミュニケーションボード｣゛2)を利

用して学習への思いを子ども同士が伝,え合う機会を設

ける。 「

(3)体育学習における｢有用志向｣・3)偏重を緩和する。

技能上位者が活躍し,技能下位者が消極的にならざる

を得ないゲームは,｢有用志向｣の弊害でもある。小学

生という運動種目と出会う初期段階に排他的な体験を

させないようにする。

運動種目のアレンジ(ルールや用具の工夫)による

融通性のある学習内容で個人差や多様な欲求を吸収す

るとともに,競争の結果にこだわる学習から競争して

いる最中の感覚的楽しさを享受する学習に拡大する。

2-3.実践の内容 ｀

本実践の学習過程,単元計画及び1単位時間の展開

の事例をそれぞれ表1から表3に示す。

表1の｢はじめのゲーム｣は大橋らめ実践9)を参考に

した｢タッチダウンポート水一ル｣を取り入れ,ルー

ルを工夫する視点を子どもたちに提供した。｢タッチダ

ウンポートボール｣は,台の上に立つゴールマンヘ送

球されたら得点となる従来のポートボールを簡易化し

たもので,ゴール立リアにいる味方に送球されたら

(タッチダウン)得点となるゲームである。このルー

ルでは,従来のゲームでコールマン,ガードマンが固

表1 学習過程

定され,彼らの得点機会が無かった点が解消され,誰

にでも得点機会を保障することができる。また,ゲー

ムに関連してゴールを二つ設けたり,ドリブルの使用

を禁止したりしてルールを固定せず,ルール決定にお

ける自由裁量の可能性を提示した。これに加えて,得

点板を用いないゲームを実施し,勝敗にとらわれない

ゲームを体験させ,｢楽しさ｣を結果だけに求めるので

なく,経過からも感受できることを期待しだ。

さらに,｢チーム内ゲーム｣はチームを自律集団と考

え,グループ分け,ルールの確定を子どもたちに委譲

するものである。また,丁ゲーム交換｣は各グループで

ルールなどを工夫したゲームを交換して実施するもの

である。その後,他チームと共通性のあるルールでゲー

ムを行ったりすることで,ゲーム実施における自律性

の開拓を期待するものである。 ‥

表2の｢コミュニケーションボード｣は,ゲームに

関する子どもたちの願いや思いを自由記述で表･し,常

に子どもたちの目にとまるように,授業中はコートサ

イドに置き,授業後は教室内に掲示するものである。

これにより,学級の仲間同士の相互理解が促進され,

感覚的な表現の記述からは多様な楽しさの存在を認め

合い√緊密な学習集団の醸成を期待するものである。

同様に,寸コミュ耳ケーションカード｣は教師との相互

理解を図る目的で,どのように学習を進めたいか,主

体的な欲求を記述すぶようになっている。教師側がこ

れを解釈し,子どもの欲求に応じた柔軟な計画立案の

ための情報とするものである。

表3の展開事例は第4時のものである'。各時間ねら

いは異なるが,準備運動･ゲーム･話し合い・ゲーム・

カード記述という一連の流れはほぼ同一であり,本実

践の典型として示した。ここでの準備運動は形骸化さ

れた体操でなく,ボールを各自で扱いながら技能習熟

と心理的な準備の役割も果たすものである。ゲームは

ルールの異なる2種類のゲームをするようになってい

る。また,各時間の授業終盤で子ども同士の話し合い

の機会があり,楽しさを自覚したり,他者と共有する
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喪2 単元計画
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喪3 展開事例
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視点を持つことでゲームを自律的gこ再構成させようと

した。特に,他者とのコミュヱケーションは多様な楽

しみ方の視点を開拓するものである。

3.結果と考察

3-1.事前の調査

授業実施(単元開始)前のアンケート結果を表4に

示すo

アンケート結果では,体育授業や運動することの好

き嫌いのうち,「好き」が多数を占めるので割合は考え

ず,否定的回答の少数意見と競争やボール運動に関す

る質的な欲求に着目することとした。特に,質問4の

「友だちと競争することは好きですか。」に対する回答

が「はい」18人,「いいえ」13人となり,これを桔抗し

ていると考えた。そこで,ボール運動はゲームによる

「チーム間の競争」という見方もできるので,競争の

あり方を問うことと競争以外の楽しさを見出す学習が

できる可能性を考えるとととした。そのため,質問9

の自由記述回答を踏まえ,多様なゲームの楽しみ方を

反映できるように,ゲームの行い方や目標が一元化さ

れた内容に収斂しない単元を計画することとした。さ

らに,質問10の休み時間の遊びでは,「バスケ」,「サッ

カー」などもあったが,回答が多岐にわたり,運動種

目としての認識は未分化な状態であると判断した。そ

のため,バスケットボール型のボール運動の初心者と

して,「体育嫌い」,「運動嫌い」に結びつく経験は避け

たいと考えた。つまり,全員がポートボールの学習を

通して何らかの好意的態度形成に資することを重要な

目標としたのである。

3-2.コミュニケーションカードの記述 「

資料1はコミュニケーションカードである。授業実

施前のアンケートが体育全般に関する子どもの気持ち

を調べたのに対し,コミュニケーションカードはポー

トボールの学習に固有の子どもの思いを書いてもら

い,教師側がそれを反映させるように計画修正につと

めるものである。カードには,あらかじめ教師側から

提案した三つの問いかけがある。

一つ目はゲーム中心の学習という基本的なスタンス

を提言し,どんな楽しみ方を期待しているか尋ねたも

のである。子どもたちの意見には「やったことがない

のでわからない。」(16件),攻守による得点の競い合い

への期待(10件),送球･捕球･シュートヘの期待(10

件),攻防の動きへの期待(8件)が寄せられた。

これらの意見から「学習者は未経験者」を前提に考

え,予定していたゲーム(4種類)を見直した。これ
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表4 授業実施前のアンケート

体育科における授業改善の試行

はルールを簡易化し,詳細な限定による拘束を避ける

ことで,導入部で全員のゲーム参加を企図したのであ

る。

二つ目は競争の楽しみ方として「ドリブルなしの

ゲーム」を提案した。ドリブルはボールの所有が個人

に限定され,チーム内の連携を希薄にする可能性を持

つ。しかし,状況によっては有効な技術になり得たり,

ドリブル使用に楽しさを持つ子どももいる。この問い

には賛成が24人,反対が4人,「どちらでもいい」が2

人という結果となった。そこで,段階的4こ両方のルー

ルでゲームができるよう配慮することにした｡｡

三つ目はテーマ学習として,「バスケットボール型

ゲームヘの招待状づくり」という主題を掲げた。これ

はゲームの魅力を他者に紹介することで,主観的な魅

力が対象化され,自覚されるという意図があった。こ

の問いに対しては賛成18人,反対5人という結果と

なった。「招待状」という意味が難しいように感じられ

たので,「楽しさを仲間に伝えよう」という説明で理解

を得ることとした。

■■㎜

3-3.コミュぷケーションボードの記述

表5はコミュニケーションボードに記述された内容

を時間ごとにまとめたものである。まとめるために,

記述の文末表現に着目し,情意的表現,描写的表現,

忠告的表現に分類し,どれにも該当しないと考えられ

るものは「その他」とした。 「

情的意表現は子どもの感情を表す言葉が含まれてい

るものであり,例として,「楽しかった。」,「勝って,

おもしろかった。」などである。

描写的表現とは体験した事実を述べているものであ

り,例として,「今日はシュートをした。」,「ゲームに

勝った。」などがある。

忠告的表現は友だちに要求するメッセージと考えら

れるものであり,例として,「ルールを守ろう。」,「危

険なことはない方がいい。」などである。

情意的表現は,「楽しい」などの肯定的なものと,「つ

まらなかった」など否定的なものがあるが,ここでは

その分類はしない。その理由は,学習が子どもの感情

的な体験を意図しているものであり,例え否定的な感
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資料1 コミュニケーションカード
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喪5 コミュニケーションボードの記述まとめ

情がそこにあったとしても,それを学習の損益や失敗

とは考えず,肯定的な感情を得るためのプロセスと考

えているからである。例えば,ゲームの勝敗が結果と

して,勝者に肯定的な感情をもたらし,敗者に否定的

な感情をもたちしたとしても,それは両者とも意味あ

る感情体験と考えている。敗者が「負けても別にどう

でもいい。」などと冷めた感情を示したとしたら,学習

が意味ある感情体験とはならず,その場合は損益,失

敗と考える。この点で全体では情意的表現が123件と最

も多く,この中には否定的な記述も見られる。しかし,

その根拠は勝敗の結果だけではない。個々のプレイを

理由とする「楽しさ」,「悔しさ」も述べられており,

授業者が意図した「「有用志向」偏重の緩和」が反映さ

れているものと考えられる。

描写的表現は全体で29件あった。この内容は出来事

を述べているに過ぎないが,ボードにあえて記述した

ことは,他者に伝えたかった何らかのメッセージが込

● ●
・ I ・

められているのであり,そこには情意的な意味も含ま

れていると推測できる。他者にメッセージを発するに

は感情的な高まりを要すると考えられ,それが肯定的
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な場合は,ときに自慢あるいは存在を受容して欲しい

との願いであり,否定的な表現の場合は愚痴や不満で

ある。両者とも他者受容の情報媒体になる。これと併

せて16件の忠告的表現が問題の自覚を促し,エゴを排

除する気持ちが芽生えれば,子どもたちの人間関係を

醸成する機能としての意味を持つ。特に6時間目は最

多の7件であり,ラフプレイによるトラブルの発生が

自覚される。その際,教師側か一方的にトラブル解消

を強要する場合と,子どもの話し合いによるラフプレ

イの抑制では学習機能が全く異なるはずである。

コミュニケーションボードによる自覚は授業という

時間制限めある枠組みを越えて,子どもたちに冷静な

思考の機会を提供し,効果的な反省を促す可能性を持

つと考えられる。 「 」

3-4.話し合われたルール

資料2は子どもたちがグループごとに話し合った

ルールである。

4チームから出た意見を集約し,｢ゲームの行い方｣,

｢プレイの規定｣,｢マナーやラフプレイの防止｣に分

類した。全般的には自分たちでゲームを楽しくしようとす

る自浄努力を目指す感もある。特に,マナーやラフプレ

イの防止に関して話し合われていることは自律性が高く,

教師の指示による抑制よりも集団の向上に期待でき,る。

3-5.授業後(単元終了)の感想

資料3は単元終了後に書いた子どもの感想である。

ここでは,「自分にとってポートボールとは…」という

資料2 話し合われたルール
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文章をつなげる質問で,ポートポールヘの認識を探ろ

うとしたものと,授業全体の感想を尋ねた。

ポートボールヘの認識では,「楽しい」という表記が

18件あり,他に「よかった。」,「いい運動」など記述全

体に肯定的な表現が見られる。同様に授業全体の感想

でも,ほぽ肯定的な回答を得た。文意が肯定的か否定

的かが判断しかねる例に,「終わりのときぼくはたおれ

て,足がいたかった。」と「ゴールにいれるのが難しかっ

た。」という感想があったが,該当する児童の別の記述

(自己評価欄)に共に「楽しかった。」とあり,否定的

な印象ではないと推測した。したがって,ポートポー

ルの認識と授業全般における肯定的記述から,個々に

楽しさを感受する学習になり得たものと考えられ,本

実践の一定の成果として見なすことができる。

4.お わ り に

本稿り実践は,ポートボールを行う子どもの中に生

じる固有の「楽しさ」を求めたものである。単元進行

中や終了後の子どもの記述内容から,イ競争」,「ボー

ル・身体操作」,「交流」などの多様な楽しさを見出す

ことができた。このことは,それを享受する学習がで

きたことであり,そのための計画性が発揮されたもの

と考えられる。したがって,問題の一つとして指摘し

た「表面的な楽しさ」を感受するだけの授業とは内容

を異にし,しかも教師側からの外発的な強要でもない。

子ども自らが試行錯誤を繰り返しながら,楽しさを

求めて内容や集団性を修正することは,決して教師が

放任してできることではない。豊富なコミュニケー

ション機会を提供できたことは,教師側の適切な準備

性によるものである。さらに,教師側から発する問題

提起が子どもの自己組織性を向上させ,技能差や個人

的欲ﾌ求を吸収し,誰もが楽しめることを可能にした。

体育が専門ではない教師にとって,運動種目の構造

的な理解,は不充分かも知れないが,目の前の子ども理

解に専門性を発揮することで効果的な学びが期待でき

るものと考える。

注

注1)松田は体育の内容である運動を「1つの固有なおもしろ

い世界」ととらえ,「他者」や「モノ」とかかわる見方をす

ることで,従来の技能で考える見方よりも子どもが運動を

楽しむ力をつけることができるという考え方を示した1°)。

注2)「コミュニケーションボード」とは学習中に感じた子ども

の思いをカードに記入し,これを教室内に掲示したもので

ある。体育授業のみならず,いつでも誰もが書き込み,見る

ことができるようになっている。

注3)「有用志向」は序列化された技能構造の中で常に向上を意

識する考え方のこと。作田は欲求充足に関与する上で,有用

規準に対して感覚規準に基づく評価の在り方の意味を提示

‥ した11)。
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